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表 1 -1 本校研究の流れ
時期・年代 研究テーマ
第I期研究 f本校の兜童・生徒の実態に応じた教膏課程の縞成と実践j







第N期研究 「変容の実感(その 1はたらく)J 
~小・中・高各学部、家庭、地域のそれぞれの実践を交流し合いながら
“はたらく"ことをテーマにした生活づくりをすすめる~
平成元~2 年度 第 1次 I/Jぃ中・高各学部それぞれの取り組みからの提言j研究紀要第5集
平成 3~4 年度 第2次 I/Jぃ中・高各学部簡の実践交流j 研究紀要第7襲
平成 5~7 年度 第3次 f家庭、地域との連携j 研究紀要第8集
第V期研究 「自立をめざす小・ -高一翼した教宵課程の編成と実践j
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